
Ⅰ．はじめに

　森林の伐採，道路の開設，様々な土地開発などにより，生息地

が分断された結果孤立した野生動物の地域個体群は，遺伝的多様

性の減少により存続が危ぶまれる場合がある。それらの対策とし

て，生息域と生息域を連結するグリーンベルト（コリドー）の設

置が有効であると考えられている（三浦，１９９９）。わが国でも，

林野庁が２０００年以降国有林野内の既設の保護林と保護林を結ぶ森

林帯である「緑の回廊」を設定することで，野生動植物の交流を

うながし，種の保全を図ろうとしている。しかし，「緑の回廊」

を設定すれば問題がすべて解決するというわけではなく，「緑の

回廊」の野生鳥獣保全に対する有効性について，継続的な調査が

求められる。現在，マニュアル（林野庁，２００１）に基づき，当該

森林管理局が森林の状態や野生鳥獣の生息状況と「緑の回廊」の

利用状況のモニタリングを実施している。２０００年度に設定された

大隅森林管理署管内の稲生岳周辺森林生態系保全地域と山添，神

野両林木遺伝資源保存林を結ぶ，全長２２km，総面積約１４００ha の

大隅半島緑の回廊（以下，単に「回廊」）でも，２００３年以降モニ

タリングを実施している。今回は，２００３年と２００４年に実施した

「回廊」の中央部付近の野生動物相調査結果について報告し，野

生動物相に対する森林タイプや国道による「回廊」の分断の影響

について考察する。

　調査の便宜を図っていただいた九州森林管理局，大隅森林管理

署，同田代森林事務所に感謝する。

Ⅱ．調査地の概要

　国道による「回廊」の分断と森林タイプや林分構造の発達度の

違いが哺乳動物相におよぼす影響を照査するため，国道４４８号線

による「回廊」の分断地点に２カ所（P１，P２），国道から分岐

した重岳林道沿いに５カ所の調査プロット（P３－７）を設定し

た（図－１）。各プロットを設定する際，更新方法に基づく森林

タイプと林分の発達段階の区分は，林野庁（２００１）に従った。

　表－１に各調査プロットの概況を示す。高架化された国道の下

の亜高木層や低木層を欠く３５年生スギ人工林内にP１を設定した。

P２は，P１と同じ林分が国道で分断されてできた林縁部のプ

ロットで，常緑広葉樹からなる低木層が発達している。すぐそば

の国道の法面を削った車の引き込みから，動物は楽に国道に出る

ことができる。P３を南北に走る尾根上のスダジイ，イスノキ，

タブノキ，ヤブニッケイなどが優占する１６５年生の天然林内に設

定した。亜高木層から林床植生にいたる林分構造がよく発達し，

大径の倒木や株，枯木，樹洞木などが点在している。P４を南東

方向に走る緩やかな尾根上の９５年生のスダジイ，イスノキ，タブ

ノキなどが優占する天然林に設定した。P３同様，林分構造はよ

く発達し，枯木や倒木が点在している。P５は伐採地に隣接した

幅約１５mの林分成立段階の広葉樹天然林に設定されたもので，前

生樹の伐根や倒木が残る林地に７年生のタブノキ，ウラジロガシ，

マテバシイなどが密生している。P６は南西向き斜面上の４５年生

ヒノキ人工林内のプロットで，亜高木層を欠き，シロダモが優占

した低木層が発達している。数年前の間伐木が林内に放置されて

いる。P７は西向き斜面上の３７年生ヒノキ人工林内に設定された。

高木層や亜高木層にカラスザンショウ，タブノキ，シロダモなど

が混ざり，タブノキ，イヌガシ，ヒサカキなどが低木層を構成し，

P６より林分構造は発達している。調査プロットの林分構造の発

達度は，P５＜ P１＜ P６≦ P２＜ P７＜ P４＜ P３の順であ

ると考えられた。

Ⅲ．調査方法

　７つのプロット内の獣道付近に，赤外線センサーカメラ

（フィールドノートⅡ，麻里府商事）を地上約５０cmの高さに設置

し，２００３年９月１２日～１２月２４日までと２００４年７月１４日～１２月２１日

までの期間，野生鳥獣を撮影した。２００３年は１カ月間隔，２００４年

は１０月５日～１０月１９日の撮影期間を除いて，３週間間隔でフィル

ムと電池を交換し，その際周辺のフィールドサインを記録した。

２００３年は９月にヒマワリの種子とキャットフードを，１０月に少量
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のヒマワリの種子をカメラの前に設置した。２００４年は毎撮影開始

時に，マテバシイのドングリ，ヒマワリの種子，ドッグフードを

一定量置いた。林床は撮影の邪魔になる枝などを除去する程度の

撹乱にとどめた。２００３年はトラブルによりP１でデータが得られ

なかった。２００４年は操作ミスにより P５で７月１４日～８月３日，

P６で８月３日～８月２４日のデータがとれなかった。フィルム回

収後，写真の撮影日，撮影時刻，確認種などを記録した。

　なお本論文では，種名や林野庁（２００１）に従って表記した表－

２以外は，紙面の都合上，野ネズミを除く哺乳類の種名は，通常

使用する簡易な名称を用いた。

Ⅳ．結果および考察

　今回，事前調査により「回廊」とその周辺で生息が確認されて

いる哺乳類（林野庁，２００１）のうち，地中性，樹上性，草地性，

人家に近い環境を嗜好するなど調査プロットの環境と嗜好する生

息環境が異なったり，生息確認地域が今回の調査対象地域と異

なっていたりする種類を除く全てが確認できた（表－２）。さら

に，地上徘徊性のコシジロヤマドリやコジュケイをはじめ，カケ

ス，シロハラなど２年間で１５種類の鳥類が撮影された（表－３）。

また，２００４年７月１５日にP２でアカヒゲの幼鳥が撮影された。以

上のことから，赤外線センサーカメラは，フィールドサイン調査

を併用することで，哺乳類相調査の有力な手段になりうるのみな

らず，地上徘徊性や林床近くを利用する鳥類の調査の補助的な手

段となりうると考えられる。

　表－４に，個々の種の各プロットでの撮影ないしはフィールド

サインでの生息確認状況を示す。野ネズミのうち，アカネズミは

全てのプロットで多くの撮影期間（フィルム交換から次のフィル

ム交換までの期間）で撮影された。一方，ヒメネズミは，林分成

立段階の広葉樹天然林（P１）や林分構造の発達度が低い針葉樹

人工林（P１，P６）では確認されなかった。これらの差は，捕獲

に基づく両種が嗜好する生息環境の差についてのDoi and 

Iwamoto（１９８２）や Shioya et al.（１９９０）の報告とよく一致した。

中・大型哺乳類の中では，テン，タヌキ，イノシシが全てのプ

ロットで撮影された。これらの種は，多くのプロットで３回以上

の撮影期間で撮影された。ノウサギとアナグマは６プロットで，

イタチ類は５プロットで撮影された。ノウサギが撮影された撮影

期間は，広葉樹天然林（P３－５）または林分構造の発達した針

葉樹人工林（P７）に比べ林分構造の発達程度が低い針葉樹人工

林（P２，P６）で少なかった。アナグマが撮影された撮影期間は，

どのプロットでも少なかったが，林分構造の発達した広葉樹林で

多くなる傾向がみられた。イタチ類では，森林タイプや林分構造

の発達程度と撮影頻度の間には明確な関係はみられなかった。

　各プロットで撮影やフィールドサインにより生息や利用が確認

された種類を合わせた確認種数は，広葉樹天然林の全てのプロッ

トで９種類であった。林分構造の発達度と撮影頻度との間に明確

な関係は認められず，多くの種が高頻度で撮影された。林分成立

段階のP５でも，アカネズミのほかに，ノウサギ，イタチ類，テ

ン，タヌキ，イノシシがかなりの頻度で撮影された。一方，針葉

樹人工林での確認種数は６種類から９種類まで変動し，林分構造

の発達とともに，撮影・確認された種数や半数以上の撮影期間で

撮影された種数が増加した。高架化された国道４４８号下のスギ人

工林内のP１では，テン，タヌキ，アナグマ，サル，イノシシが

１～３撮影期間で撮影され，国道沿いのスギ人工林の林縁に設定

したP２では，高頻度で撮影されたタヌキのほかに，中・大型哺

乳類のイノシシ，アナグマ，ノウサギ，テンが１～２調査期間で

撮影された。

　図－２に２００４年の累積撮影種数割合の経時変化を示す。広葉樹

天然林のプロット（P３－５）では最初の２撮影期間（４２日目）

までに，そこで撮影できた７０％近くの種が撮影できた。一方，針

葉樹人工林のうち，林分構造がより発達したP７ではP３－５と

同様の増加パターンを示したが，林分構造の発達が悪いP１では

種数の増加は遅く，P６と P２ではその中間の増加パターンを示

した。

　図－３に２００４年の各プロットでの哺乳類と鳥類の撮影回数を示

す。哺乳類は全部で８７４回撮影された。哺乳類の撮影回数は，P

２を除くと広葉樹天然林のプロットの方が針葉樹人工林のプロッ

トより多かった。プロット間の撮影枚数の差は，全撮影回数の６

割を占める野ネズミの撮影回数の差を反映していた。野ネズミ以

外の哺乳類の撮影回数は，野ネズミほど大きいプロット間差を示

さなかった。鳥類も１０５回撮影されたが，カケス，シロハラ，コ

シジロヤマドリ，ハシブトガラスが多く撮影された。撮影回数は，

林分構造の発達した広葉樹天然林（P３，P４）で多くなる傾向が

みられた。

　これらの結果から，地上徘徊性哺乳類や鳥類は様々なタイプの

森林を利用しているが，より多くの種が高頻度で撮影された広葉

樹天然林や林分構造の発達した針葉樹人工林は，林分構造の発達

が悪い針葉樹人工林より，彼らにとって好適な生息環境であると

推察される。このことから，「回廊」内の針葉樹の単純一斉造林

地を林分構造の発達した林分に育成することで，針葉樹人工林の

野生鳥獣保全に対する効果が高まることが期待される。今回P２

でも半数以上の撮影期間で撮影され，６種の中・大型哺乳類が撮

影され，タヌキは半数以上，イノシシとノウサギも複数の撮影期

間で撮影されたことは，「回廊」を分断するが交通量が少ない国

道４４８号は，中・大型哺乳類の移動には著しい影響を与えていな

いことを示唆している。また，伐開地に隣接した幅約１５m帯状の

林分成立段階の広葉樹天然林（P５）でも老齢林と同程度の野生

鳥獣が撮影された。このような伐開地に隣接した帯状の林分は，

地上徘徊性の哺乳類や鳥類が，繁殖場所としてよりも通路として

利用している可能性が高く，このことが高い撮影頻度につながっ

たのではないかと考えられる。そして，高架になった国道の下の

スギ人工林内（P１）でも６種の哺乳類が撮影された。これらの

ことは，森林が何らかの形で連続していれば，哺乳類はそこを利

用して生息地内を移動できること，それゆえ「回廊」では森林の

連続性を保つことが重要であることを示している。
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表－１．調査プロットの概況

林齢
（年生）

林相・樹種
（林冠層）

林分発達
段階

森林タイプ
標高
（m）

調査
プロット

３５スギ人工林若齢人工林４１０P１

３５スギ人工林若齢人工林４１０P２

１６５スダジイ・ヤブニッ
ケイ・イスノキ・タ
ブノキなど

老齢天然林５２０P３

９５ス ダ ジ イ・タ ブ ノ
キ・イスノキ・ヤブ
ニ ッ ケ イ・ア カ ガ
シ・コバンモチなど

成熟天然林５２０P４

７タブノキ・ウラジロ
ガシ・マテバシイ・
シロダモなど

林分成立天然林５００P５

４５ヒノキ人工林若齢
～成熟

人工林５２０P６

３７ヒノキ人工林・カラ
スザンショウ・タブ
ノキ・シロダモなど

若齢人工林５５０P７

�
�
�

�
�
�

表－２．調査地とその周辺で生息が報告されている哺乳類と今回の調査でのそれらの確認状況

備　考痕跡捕獲０４年撮影０３年撮影種科目

カワネズミトガリネズミ科食虫目

ジネズミ

地中性○ヒミズモグラ科

地中性○コウベモグラ

キクガシラコウモリキクガシラコウモリ科翼手目

コキクガシラコウモリ

モモジロコウモリヒナコウモリ科

ノレンコウモリ
○ *１○ *１

アブラコウモリ

ヒナコウモリ

テングコウモリ

コテングコウモリ

○○ニホンザルオナガザル科霊長目

○○キュウシュウノウサギウサギ科兎目

樹上性ニホンリスリス科囓歯目

樹上性ニホンモモンガ

樹上性ムササビ

樹上性ヤマネヤマネ科

草地性傾向が大ハタネズミネズミ科

草地性傾向が大スミスネズミ

草地性カヤネズミ

○○○ヒメネズミ

○○○アカネズミ

人里周辺嗜好ドブネズミ

人里周辺嗜好クマネズミ

人里周辺嗜好ハツカネズミ

調査地域外に分布ホンドギツネイヌ科食肉目

○○○ホンドタヌキ

○○ノイヌ

○○○ホンドテンイタチ科

○ *２○ *２
ホンドイタチ

チョウセンイタチ

○○○ニホンアナグマ

○ノネコネコ科

○○○ニホンイノシシイノシシ科偶蹄目

調査地域外に分布キュウシュウジカシカ科

網掛けされた種は，撮影される可能性が極めて高いと考えられた種
*１　種の判別は行っていないが，コウモリ類が撮影された
*２　種の判別は行っていないが，イタチ類が撮影された

�
�
�

�
�
�
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図－１．大隅半島緑の回廊位置図と調査プロット

図－３．２００４年に各プロットにおける野ネズミ，その他の哺乳類，
鳥類の撮影回数

図－２．２００４年に各プロットで撮影された哺乳類の累積種数の増加

表－３．各調査プロットで撮影された鳥類

P３P４P７P２P６P１P５種年

●●●●コシジロヤマドリ２００３年

●コジュケイ

●カケス

●●マミチャジナイ

●キジバト

●ツグミ sp

●●不明

●●●●●コシジロヤマドリ２００４年

●シジュウカラ

●●●カケス

●マミチャジナイ

●●ドバト

●トラツグミ

●●ルリビタキ

●ハシブトガラス

●アカヒゲ

●アカショウビン

●ヤマシギ

●●●●●シロハラ

●不明

表－４．哺乳類の各調査プロットで撮影・確認された撮影期間の
割合（撮影・確認された撮影期間数／全撮影期間数）

P３P４P７P２P６P１P５種

７／１１９／１１８／１１１１／１１２／１０２／８７／１０アカネズミ

３／１１３／１１６／１１１／１１５／１０３／８４／１０テン

６／１１５／１１６／１１６／１１５／１０２／８４／１０タヌキ

４／１１５／１１５／１１２／１１３／１０２／８３／１０イノシシ

３／１１２／１１１／１１１／１１１／８１／１０アナグマ

５／１１６／１１５／１１２／１１２／１０１０／１０ノウサギ

７／１１１／１１３／１１３／１０７／１０イタチ類

１／１１１／１１１／１０１／１０コウモリ類

１／８２／８１／８２／８ヒメネズミ

１／１１１／１０*イヌ

１／８サル

１／１１ネコ

９種９種９種８種７種６種９種確認種数

プロット１は２００４年度のみ撮影
ヒメネズミは２００４年のみ種の判別を実施
*：フィールドサインで確認


